





































tor Turner（& Turner, E.）らの普遍主義的モデルとしての「コミュニタス」論（1969）もしく
は「リミノイド論」（1978）では、その通過儀礼としての「社会過程」に焦点が合わされている
ために、巡礼地や巡礼の道などの空間的位相は理論の中核的要素ではなく一背景へと退かざるを


























































































   　ヘテロトピアは、多くの場合、時間の諸断片とリンクしている。こうした時間は、ヘテロ
トピアとは対称的なテロクロニー（Heterochronies）と呼ばれる。
 〈第５原理〉（開閉性原理）

















































































































































































































貢献をしてきたモデルである。Turner の巡礼研究が、巡礼分野のみならず、Anderson, B. によ
るナショナリズム研究における『想像の共同体』にまで少なからずのヒントを提供してきた所以
である（32）。







































































































































































地や巡礼の道などの客体装置とともに、Latour, B., 1993 We Have Never Been Modern, Harvard University 
Press（＝2008,、川村久美子訳『虚構の「近代」』新評論社）らの主張するハイブリッド性がますます重要と
なるに違いない。













料として、以下のものを参考にする。①1969, The Ritual Process, Walter de Gruyter, Inc.（＝1996，富倉光
雄訳『儀礼の過程』新思索社）、②1974, Dramas, Fields, and Metaphors, Cornell University Press,（＝1981，
梶原景昭訳『象徴と社会』紀伊國屋書店）、③Turner, W.V. & Turner, L.B., 1978, Image and Pilgrimage in 
Christian Culture, Columbia University Press　④1982, From Ritual to Theatre, PAJ Publications.
（10）　Eade, J. & Sallnow,. J., 2000, p.9, Contesting the Sacred, University of Illinois Press を参照。








（15）　Harvey, D., 1990, The Condition of Postmodernity, Blackwell Publishers（＝1999，吉原直樹監訳『ポスト
61ヘテロトピアとしての巡礼空間
モダニティの条件』青木書店）参照（訳文は、論者によるもの）。後述のように、さらに積極的な理解を示した，














（23）　Preston,. J, 1992, “Spiritual Magnetism:An Organizing Principle for the Study of Pilgrimage”, Morinis, A. 















（31）　Eade (2000, pp.ix～xii, op.cit.), Eade&Sallnow (pp.2-3, op.cit.) などを参照されたい。
（32）　Anderson は、ナショナリズムにおける行政組織の意味創造の理解に、旅や巡礼が与えた影響について

















（38）　Augé, M., 1995, Non-Places: Introduction to an Anthropology of Supermodernity, Verso
（39）　無論、道の近代化により、現代遍路道の難所の典型例がトンネルであるように、一方では新たなリスクが
生じた。
（40）　Augé, M., 1995, p.112, op.cit.
（41）　Cresswell, T., 2006, pp.219-258, On the Move: mobility in the modern Western World, Routledge
